
京
都
。
長
岡
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
草
田
地
内

。
上
植
野
町
大
田

２
　
調
査
期
間
　
　
左
京
二
条
二
坊
三
町
　
一
九
八
〇
年
（
昭
５５
と

一
月
を

一

二
月
、
左
京
四
条
二
坊
九
町
　
一
九
八
一
年
（
昭
５６
）
一月

ｉ
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
向
日
市
教
育
委
員
会

４
　
発
掘
担
当
者
　
石
尾
政
信

・
山
中
　
工早

５
　
迫逗
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
平
安
時
代

（
八
世
紀
末
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八
〇
年
度
の
未
報
告
調
査
地

一
個
所
、　
一
九
八

一
年
度
に
お
い
て
木
筒

の
出
土
し
た
調
査
地

一
個
所
の
、
京
内
二
個
所
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一　
左
京
二
条
二
坊
三
町

（立
会
調
査
第
八
〇
一
八
次
）

調
査
地
は
、
左
京
二
条
二
坊
三
町
の
南
東
隅
に
あ
た
る
。
市
道

へ
の
下
水
道

管
敷
設
工
事
に
伴
な
う
立
会
調
査
に
よ
り
、
東
二
坊
第

一
小
路
東

・
西
両
側
溝

Ｓ
Ｄ
五
二
〇
二

・
五
二
〇

一
と
、
二
条
第
二
小
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
八
〇

一
八
〇

一

の
、
交
差
す
る
三
本
の
溝
を
検
出
し
た
。
東
二
坊
第

一
小
路
東

。
西
両
側
溝
出

上
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
号
に
掲
載
し
た
。
今
回
は
、
残
る
二
条
第

二
小
路
北
側
溝
の
概
要
と
出
土
木
簡
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

溝
は
、
長
さ
三
二
ｍ
分
を
検
出
し
、
深
さ
約
○

。
五
ｍ
を
測
る
。
護
岸
施
設

と
し
て
、
杭
に
側
板
を
渡
し
た
肩
の
一
部
を
確
認
し
た
が
、
幅
○

・
七
ｍ
の
配

管
溝
が
、
そ
の
ま
ま
二
条
第
二
小
路
北
側
溝
中
に
並
行
し
て
含
ま
れ
る
状
況
で

あ

っ
た
た
め
、
溝
の
幅
は
不
明
で
あ
る
。
土
層
は
基
本
的
に
四
層
に
わ
か
れ
、

第

一
層
ｉ
第
三
層
は
廃
絶
時
の
埋
め
土
、
第
四
層
は
溝
自
身
の
堆
積
層
で
あ
る

砂
層
で
あ
る
。
遺
物
は
第
三
層
に
集
中
し
、
木
簡
も
総
貌
三
二
二
点
中
、　
一
九

四
点
が
第
三
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
濤
か
ら
は
、
年
紀
の
あ
る
木
簡
は
出
土

し
な
か
っ
た
が
、
共
伴
し
た
土
器
の
形
態
や
調
整
手
法
か
ら
、
こ
れ
が
長
岡
京

時
代
に
使
用
さ
れ
た
濤
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

木
筒
は
大
部
分
が
細
片
、
断
片
の
類
で
、
遺
存
状
態
も
良
く
な
か
っ
た
。
ま

た
大
量
に
伴
出
し
た
箸
の
中
に
は
、
木
簡
を
二
次
的
に
加
工
し
て
作

っ
た
も
の

も
数
本
み
ら
れ
た
。
特
徴
的
な
遺
物
と
し
て
は
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
瓦
の
他
、

平
織
の
絹
布
片
、
碁
石
、
釘
、
斎
串
、
人
形
、
櫛
、
僧
侶
像
を
墨
描
き
し
た
木

片
、

「
政
所
器
」

「寮
」

「方
桓
」

「秦
」

「勢
平
」

「
夫
」

「東
」

「大
」

と
記
し
た
墨
書
土
器
等
が
あ
る
。

一
一　
左
京
四
条
二
坊
九
町

（左
京
第
七
一
次
調
査
）

調
査
地
は
、
左
京
四
条
二
坊
九
町
の
北
三
分
の
二
に
相
当
す
る
。
三
次
に
及

が
調
査
に
よ
り
、
三
条
大
路
南
側
溝
、
掘
立
柱
建
物

一
四
棟
、
井
戸
五
基
、
柵

四
本
、
土
羨
三
基
等
を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
調
査
地
全
域
に
「
積
」

と
記
し
た
墨
書
土
器
（計
三
二
点
）
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

一
の
性
格

を
も
つ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
建
物
群
は
大
半
が
二
間
×
三
間
の
小
規
模
な
も
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第 1図 長岡京木簡出土地点図

東

一
坊
大
路

朱
雀
大
路

西

一
坊
大
路

西
二
坊
大
路

西
三
坊
大
路

の
で
、
二
、
三
棟
に
一
基
の
割
合
で
井
戸
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
殿
」
「
厨
」

「
酒
」
の
墨
書
土
器
が
出
土
す
る
こ
と
、
緑
釉
火
舎

・
羽
釜

・
転
用
硯
が
出
土

す
る
こ
と
、
前
回
調
査
出
上
の

「請
火
之
飯
酒
」
の
木
簡
か
ら
京
内
に
駐
屯
す

る
兵
士
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
に
よ
り
、

「
火
」
の
生
活
場
所
で
あ

り
、
同
時
に

「火
」
を
指
揮

。
監
督
す
る
官
衝
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
。

木
筒
は
三
条
大
路
南
側
溝
最
下
層
の
第
四
層
か
ら
、
三
点
出
上
し
た
。
今
回

三条大路計画心

妥
`奈

督来落普二地点
路 .は京都市遅蔵文イ

`
財研究所調査

二
坊
坊
間
小
賂
計
画
心
―
―
―
―

第 2図 長岡京左京四条二坊九町遺構配置図



調
査
の
遺
物
は
、
三
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
五
四
、
土
羨
Ｓ
Ｋ
七

一
一
三
と

包
含
層
よ
り
大
量
に
出
土
し
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
製
塩
土
器
、
墨
書
土
器
、

土
馬
、
土
錘
、
軒
丸

・
軒
平
瓦
、　
翌
退
□
」
の
箆
書
き
瓦
、
京
域
初
出
の
導
、

漆
器
、
漆
紙
文
書
、
斎
串
、
櫛
、
曲
物
、
編
物
、
和
同
開
琳
等
、
多
様
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
左
京
二
条
二
坊
三
町

（立
会
調
査
第
八
〇
一
八
次
）

二
条
第
二
小
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
八
〇

一
八
〇

一

ω
　
。
「
鳴
院
（嘲
線
）物
守
斐
太

一
人
　
販
鰺
紀
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□
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□
子
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全
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豊
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千
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〔羊
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若
倭

マ
＜
□
六
升
五
合

名
□
　
五
合
　
＜
　
　
　
受

。
「
丸
部
林
主
」

。
「
八
日
五
斗
」

「
□
心

一
斗
二
升
」

＜必〔酔
肥
祖
米
五
斗
」

「＜
神
田
郷
壬
生
黒
万
呂
戸
黒
米
五
斗
」

「
額
田
郷
米
五
斗
」

＜〔酔
館
郷
佐
伯
…
…□

「＜
戸
主
草
以
息
人
戸
黒

×

・
×
五
斗
」

〔日
ヵ
〕

。　
Ｘ
［□
　
　
」

「
＜
□
□
米
五
斗
□
」

×
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五
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∞
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道
道
道
種
種
種
嶽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］ё
大
⇔Ｘ
”
昌

①
　
　
宗
移ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ヽ
じ
×
（Ｐじ
ｘ
ヽ

ｏ留

内
容
の
明
ら
か
な
も
の
に
は
、
役
所
間
の
文
書
木
簡
、
歴
名
、
物
品
整
理
札
、

米
貢
進
札
、
習
書
が
あ
る
。

ω
の
嶋
院
は
、

『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
三
月
三
日
条
に

「御
鳴
院
宴
五
位

己
上
、
召
文
人
令
賦
曲
水
」
と
あ
る
鳴
院
で
あ
ろ
う
。
物
守
は
、
正
倉
院
文
書

の

（民
部
）
「省
物
守
仕
丁
」

「難
波
官
物
守
仕
丁
」
３
大
日
本
古
文
書
』
二
十
三

九
七
、
八
十
五
四
一こ
．や
官
衛
令
応
入
禁
中
条
を
参
考
に
す
る
と
、
輸
送
物
や
倉

入
り
前
の
物
品
の
番
を
担
当
す
る
丁
匠
の
呼
称
か
。
斐
太
も
、
②
の
斐
太
、
⑦

の
飛
駆
工
と
同
様
に
匠
丁
を
表
す
と
思
わ
れ
、
所
属
官
司
＋
物
守
＋
丁
匠
の
例

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

官
司
名
を
記
し
た
も
の
で
は
、
②
の
御
門
司
曹
司
が
初
見
で
あ
り
、
注
目
さ

れ
る
。
他
に
０
政
所
、
⑭
大
夫
が
あ
る
。
③
に
は
、
墨
書
土
器

「政
所
器
」
が

伴
出
し
て
い
る
。

判
明
す
る
貢
進
物
付
札
は
、
全
て
五
斗
単
位
の
米

・
黒
米
で
、
郷
名
ま
た
は

中μ『
×
中〇
×
∞
　
〇∞∞

（∞∞）
×
μ『
×
μ　　
Ｏ∞
ド

ド⇔
Ｏ
×
（μヽ
）
×
∞
　
Φ伽牌

「蔦
誌酔
殖
臣
略閾
郎
」



戸
主
名
か
ら
書
き
出
す
。
④
の
（近
江
国
蒲
生
郡
）
「
必
佐
郷
祖
米
」
は
、
国
衝
に

貯
備
さ
れ
る
べ
き
田
租
が
、
中
央
に
貢
進
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、
左
京
第

一
三

次
調
査
出
土
木
簡
で
は
、
同
国
栗
太
郡
か
ら
租
代
銭
五
貫
文
の
貢
進
が
知
ら
れ

て
い
る
。

史
料
に
よ
る
と
、
近
江
国
諸
郡
の
稲
穀
は
、
天
平
神
護
二
年

３
続
日
本
紀
』

同
年
二
月
二
〇
日
条
、
同
六
月
一
一一日
条
）
に
平
城
京
の
松
原
倉

へ
運
ば
れ
、
弘
仁

一
三
年

（『類
乗
三
代
格
』
同
年
一
二
月
二
八
官
符
）
に
は

「
旧
例

二
準
拠
テ
」
、
平

安
京
の
穀
倉
院

へ
収
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
近
江
国
か
ら
の
米
の
貢
進
木

筒
は
、
そ
の
伝
統
と
関
連
す
る
の
で
は
な
か
る
う
か
。

一
一　
左
京
四
条
二
坊
九
町

（左
京
第
七
一
次
調
査
）

三
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
〇
二
五
四

〔嶋
力
〕
　
　
〔万
呂
力
〕

名
□
□

正
月
□
□
□

名
□
□
　
　
　
□

②
　
　
□
□
□

〔大
力
〕

□

□

（∞ヽ
）
×
（解］）
Ｘ
『　　ＯμＯ

（解ぷ牌）
×
（ＨＰ）
×
『　　〇∞
μ

三条大路南側溝出土漆紙文書 (裏焼き)

□
息
□
□

①
は
上
端
と
右
辺
が
原
形
で
あ
る
。
裏
は
三
文
字
分
の
左
端
が
僅
か
に
残
存

し
て
い
る
。
②
は
断
片
で
、
表
は
三
文
字
分
の
左
端
が
残
存
し
、
斜
め
左
下
に
、

「大
息
□
□
」
と

一
行
あ
る
。
お
そ
ら
く
斜
め
右
下
に
も
書
か
れ
た
割
書
き
で

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
下
は
再
び
元
の
行
に
戻
り
、
二
文
字
分
の
墨
痕
が

僅
か
に
残
る
。

ω
②
と
も
遺
存
状
態
が
悪
く
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

９
　
参
考
文
献

山
中
章

。
清
水
み
き
他

「
長
岡
京
跡
左
京
第
七

一
次

（７
Ａ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｔ
卜
４
地

区
）
を
左
京
四
条
二
坊
九
町
ｉ
発
掘
調
査
概
要
」
（向
日
市
教
育
委
員
会

『向
日
市

埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
―
第
８
集
―

（
１
９
８
２
産
）
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年

（清
水
み
き
）




